
























要約:昭和 56年より石川県内に所在する全産婦人科医療機関や衛生行政機関の協力を得て、

人口ベースの先天異常モニタリングを実施している。昭和 56 年から平成 2年まで 10 年間

に協力医療機関で石川県内に居住する母親から出産した 109,132 児と、同期間に報告のあ

った 747 先天異常児を基に 33 種のマーカー奇形のベースラインを作成した。平成 6 年度

は引続き調査をすすめ、平成3-5 年の先天異常発生頻度をベースラインと比較したが、一

定の傾向は認めなかった。


